






















正解・解答例 
 

教科・科目名 生物（前期日程試験：令和 6年度）1／4 問題番号 R3 

対象学部・ 

学科（課程）等 
理学部（数学科・生物科学科・地球科学科・創造理学コース），農学部 

１ 

 

25% 

 

採点時の配点 

50 点 

問１ ①セントラルドグマ，②エキソン，③イントロン，④コドン， 

⑤アンチコドン，⑥ペプチド結合 

 

問２（１）核 

（２）遺伝子には，転写開始部位の近くに転写の開始に関与するプロモ

ーターとよばれる調節領域が存在する。転写は，基本転写因子と，そ

れを認識した RNA ポリメラーゼが調節領域に結合することで開始

される。 

（３）原核細胞は，核膜を持たず，DNA が小さく環状で，機能的に関連

のある遺伝子群（オペロン）がまとめて転写され，転写された RNA

はスプライシングされないなどの特徴をもつ。 

 

問３（１）UGU 

（２）（ⅰ）同義置換 

（ⅱ）GUG，GUU，GUC，GUA 

 

問４ 17 種類 

 

問５ ３'端のポリ A とよばれる構造は mRNA だけが持っており，オリゴ dT

プライマーはこのポリ A 鎖と相補的に結合することができるため。 

 

  



正解・解答例 
 

教科・科目名 生物（前期日程試験：令和 6年度）2／4 問題番号 R3 

対象学部・ 

学科（課程）等 

理学部（数学科・生物科学科・地球科学科・創造理学コース），

農学部 

２ 

 

25% 

 

採点時の配点 

50 点 

問１ ①原形質連絡，②受動輸送，③ATP，アデノシン３リン酸，④能動輸送，

⑤アクアポリン，⑥エンドサイトーシス 

 

問２（１）チューブリン 

（２）（ア）微小管，（イ）アクチンフィラメント，（ウ）キネシン，  

（エ）ダイニン，（オ）ミオシン 

 

問３（１）（ⅰ）カドヘリン 

（ⅱ）このタンパク質は同じ種類どうしが結合するため，表皮と神

経板で異なるタイプが発現することで，神経管を表皮細胞から

切り離す役割をする。 

（２）物質が細胞間のすきまを通って組織の内側に入り込むことや，漏

れ出ることを防ぐ。 

 

問４（１）（ⅰ）細胞内の水が細胞外へ移動して，原形質（細胞膜で囲まれて

いる部分）が縮んで，細胞膜が細胞壁から分離する。 

（ⅱ）原形質分離 

（２）（ⅰ）4000 hPa 

（ⅱ）4000 hPa 

 

 

 

 

 

 

 

 



正解・解答例 
 

教科・科目名 生物（前期日程試験：令和 6年度）3／4 問題番号 R3 

対象学部・ 

学科（課程）等 
理学部（数学科・生物科学科・地球科学科・創造理学コース），農学部 

３ 

 

25% 

 

採点時の配点 

50 点 

問１（１）              

 

 

 

（２）副腎皮質 

（３）腎臓での Na＋と水の再吸収，およびカリウムイオンの排出の促進 

 

問２ ①内（外），②外（内），③中，④刺胞，⑤環形，⑥線形，⑦原索 

 

問３（１）海水に置かれると，バソトシンの分泌が増加する。海水へ移行後，

4 時間の間に脳下垂体内に蓄えられていたバソトシンが分泌された

が，体液量が多いため，血中バソトシン濃度は大きく上昇しない。海

水へ移行後，4 時間以降ではバソトシンの合成量と分泌量は同程度と

なる。そして，これらの量は変化しない，または増加し，血中バソト

シン濃度が増加する。 

（２）１匹だと，その個体に特有の偏った応答や異常な値が計測される

可能性がある。複数個体を用いて平均値を算出することにより，代

表的な値を得ることができる。 

（３）バソトシンを合成する神経分泌細胞の細胞体は脳内の視索前核に

あり，核は細胞体に存在するため。 

 

問４（１）カモノハシは哺乳類であるにもかかわらず，卵生であり，は虫類に

近い特徴をもつため。 

（２）バソトシンとバソプレシンの違いは，3 番目のイソロイシンがフェ

ニルアラニンに変化している点である。この違いを引き起こした原

因は，爬虫類のバソトシン遺伝子に突然変異が起こり，イソロイシ

ンに対応するコドンの 1 番目の塩基に相当する A が T に置換したこ

とである。 

 

  



正解・解答例 
 

教科・科目名 生物（前期日程試験：令和 6年度）4／4 問題番号 R3 

対象学部・ 

学科（課程）等 
理学部（数学科・生物科学科・地球科学科・創造理学コース），農学部 

４ 

 

25% 

 

採点時の配点 

50 点 

問１①先駆種，または先駆植物，パイオニア植物，パイオニア種，②陽樹， 

③陰樹，④極相，またはクライマックス 

 

問２ 記号（イ），窒素同化 

記号（ウ），アンモニウムイオン 

記号（オ），根粒菌 

記号（キ），双利共生 

 

問３（１）腐植が多く，養分に富む。 

（２）気温が高く微生物による落葉落枝の分解が活発だから。 

 

問４（１）①光補償点，②光飽和点 

（２）F 

（３）（ⅰ）低下する 

（ⅱ）気孔が閉鎖したことで光合成に必要な二酸化炭素の供給量が

低下するため。 

 

問５ 台風による倒木や老木の枯死でギャップが形成されて，明るい場所が

生じ，そこに遷移初期種が生育できるため。 

 

問６ 個体数が減少せずに高密度のまま成長すると，光や養分をめぐる個体

間の競争が激しくなる。その結果，各個体の成長が一様に悪くなること

で細く貧弱な集団となり，強風に耐えることができずに倒れてしまった

から。 

 

 

 

 

 

 

 



前期                                 （様式 8） 

採点・評価基準（具体的基準） 

教科・科目名 生物（前期日程試験：令和6年度） 問題番号 R3 

対象学部・ 

学科（課程）等 

理学部（数学科・生物科学科・地球科学科・創造理学コース）， 

農学部 

出題のねらい １ 遺伝情報の発現に関する基礎知識および理解を問う。 

２ 細胞と分子に関する基礎知識および理解を問う。 

３ 生物の体内環境に関する基礎知識および理解を問う。 

４ 生態系とその保全に関する基礎知識および理解を問う。 

採点基準 

 

（点数は200満

点の場合） 

 

１ 配点 25％（50点） 

問１ 2点×6＝12点 

問２（１） 3点 

（２） 7点 

（３） 5点 

問３（１） 4点 

（２） 3点＋6点＝9点 

問４ 5点 

問５ 5点 

 

２ 配点 25％（50点） 

問１ 2点×6＝12点 

問２  （１） 2点 

（２） 2点×5＝10点 

問３  （１） 2点＋6点＝8点 

（３） 6点 

問４  （１） 4点＋2点＝6点 

（２） 3点＋3点＝6点 

 

３ 配点 25％（50点） 

問１（１） 3点 

（２） 3点 

（３） 4点 

問２ 2点×７＝14点 

問３（１） 8点 

（２） 5点 

（３） 5点 

問４（１） 3点 

（２） 5点 

 



前期                                 （様式 8） 

  

４ 配点 25％（50点） 

問１  2点×4＝8点 

問２ （1点＋2点）×4＝12点 

問３（１） 2点 

（２） 4点 

問４（１） 2点×2＝4点 

（２） 5点 

（３） 1点＋5点＝6点 

問５  4点 

問６  5点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


